
　

　

　障害者差別解消法が施行されて1年が経ちました。

　今まではその人の持つ機能障害（見えない・聞こえない・歩けないなど）が不利の原因とされてき
たことから、機能障害のことを考えないで作られた社会の仕組みを改善しなければならないとされ、
障害者差別解消法が整備されてきてました。
　障害者差別解消法では、障害があってもなくても誰もが分け隔てられず、お互いを尊重し、暮ら
し、勉強し、働くことができるように差別を解消して、誰もが安心して暮らせる豊かな共生社会の実
現が目的とされています。（日本障害フォーラム  「障害者差別解消法ってなに？」 引用）
　そのためには暮らす場、学ぶ場、働く場で合理的配慮がなされ、当事者にあった変更や調整を行わ
なければならなくなりました。

　では、障害児・者やその家族は配慮されて当然なのでしょうか？
　
　障害児・者の歴史では目をそむけたくなるような差別を受けてきました。その歴史の上に私達、当
事者やその家族は生きています。
　社会の考え方や認識が、弱者により良いものに変化していくことは素晴らしいことです。
　だからこそ当事者やその家族は「こんな配慮があれば困らない」「助けてほしい、手伝ってほし
い」と伝えることは大切であると同時に、合理的配慮を振りかざしてはいけないのです。
　「障害」を時に刃にしていないか、時に盾にしていないか、常に自問しながらお互いの立場を尊重
していくことが差別解消につながります。
　障害者差別解消法が社会に浸透していき、「誰もが安心して暮らせる豊かな共生社会の実現」を目
指したいですね。

●会　長　　西田　典子（赤磐市知的障害者相談員）
●副会長　　金谷　将弘（わかたけ）
　副会長　　斉藤　歩（こぶしの家）
●くらす部会
　部会長　　久永　育恵（赤磐子どもＮＰＯセンター）
　副部会長　西村　公夫（天心寮）
●そだつ部会
　部会長　　森川　直子（赤磐市子育て支援課）
　副部会長　片山　和子（赤磐子どもＮＰＯセンター）
●はたらく部会
　部会長　　日下　陽子（わかたけ作業所）
　副部会長　河野　智史（障害者基幹相談支援センター）
●まちづくり部会
　部会長　　鳥羽　俊郎（岡山県自閉症児を育てる会）
　副部会長　武内　俊樹（赤磐市社会福祉協議会）

●もみじの家（児童発達支援センター）
●市民後見人

【通信に関するお問い合わせ先】

　●赤磐市障害者自立支援協議会事務局
　　 赤磐市役所　社会福祉課　福祉推進班
　●連絡先
　　０８６－９５５－１１１５

★くらす部会
　7月７日（金）10:00～11:30　赤磐市役所２階第１会議室にて「居場所について」と「防災
について」皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。昨年度に引き続き、今年度もくらす
部会では「居場所」と「災害」の２本柱を考えながらやっていきたいと思っています。
★そだつ部会
　9月１５日（金）13:30～15:00　社会福祉協議会講座研修室にて、ピーチファイルの活用に
ついて学ぶ勉強会を開催する予定です。また、昨年度、好評だったペアレントトレーニングを今
年度も実施する予定です。
★はたらく部会
　７月２８日（金）10:00～12:00　赤磐市役所２階第１会議室にて、2年間の活動のまとめと
今後のはたらく部会について、皆さんと意見交換したいと考えています。
★まちづくり部会
　10月20日（金）10:00～12:00　社会福祉協議会講座研修室にて、
６月３０日（金）の会で出てきた、「目指すべきまち」づくりに向け、
実際にどのような取り組みをしていくのか話し合っていく予定です。
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「赤磐市障害者自立支援協議会（ピーチネットあかいわ）」とは？

赤磐市に住んでいるすべての障がいのある人が幸せに暮らしていくために、当事者やその家
族、支援者、行政など、さまざまな関係者が集まり、話し合い、行動していく協議会です。

発行：平成２９年7月

★くらす部会
　くらす部会では、赤磐で暮らすうえで「困っていること」そして、「あったらいいな」というこ
とについて、皆さんと一緒に考えてきました。28年度は、その中で、意見の多かった「サロンのよ
うな集う場所がほしい」、「防災について学びたい」ということで、事業所のカフェを利用し、
「くらすカフェ」を開きました。防災については「赤磐市の防災」について講演していただきまし
た。皆さんからも「家具の固定、防災グッズを備える、時々家族で防災の話をする」など沢山の意
見が出ました。継続は力なりです！時々は思い出してくださいね。

★そだつ部会
　27年度に続き、障害児を取り巻く子育て環境についての現状と課題について、関係機関より報告
していただきながら、参加者間で意見交換をするような勉強会をもちました。２８年度は、「特別
支援学校」「子育て支援センター」「適応指導教室」「青少年育成センター」をテーマとしまし
た。「知らなかった機関の役割や働きを実際に携わっている方から聞けて良かった、集まってみる
と意外と支援者っているもんだな～」などの意見が寄せられました。

★はたらく部会
　28年度は３回の部会を開催しました。7月７日の部会では「これから働こうとする障害者にとっ
て、赤磐市において足りないものについて考える」をテーマに、１１月10日の部会では「赤磐市の
利便性について考える」をテーマに討論会を開催しました。２月２日にはこれまでに要望の多かっ
た、赤磐市内で障害者雇用に取り組んでいる事業所の方、支援学校の進路指導の先生をお招きし、
障害者雇用の取り組み、これから働く障害者にとって必要なことについてお話しをいただきまし
た。どの会も４０名以上のたくさんの方に参加いただき、盛り上がった会となりました。

★まちづくり部会
 　28年度は、障害のある人、ない人、共にいきいきと暮らせるまちを目指していくために、
まずは「まちづくり」に対してどのようなニーズがあるのかを知りたいと、役員が分担して他の３
部会に参加し、意見交換を行いました。その中で、「くらす部会」や「はたらく部会」では、これ
からのまちづくりに欠かせない、居場所や就労の場の確保、防災や社会資源の周知など大切なテー
マが見つかりましたので、協力して２９年度よりの活動に活かしてきたいと思います。

　

ピーチくん

28年度の活動報告

ピーチくんの豆知識（障害者差別解消法について その②）

活動予定

新役員紹介

全体会・研修会報告

去る５月１２日（金）に中央図書館多目的ホールにおい

て、全体会及びシンポジウムが開催されました。６６名の

参加者と友實市長にも最後までご出席いただき、実りの大

きな会となりました。シンポジウムでは、２年間の歩み、

そこから見えてきた課題について意見を出し合いました。

「障がいがあってもなくても安心して暮らせるまちづく

り」の視点から「主体性」という言葉をキーワードに話を

進めました。一人ひとりの思いがありすぎて時間が足りず、

内容を深く掘り下げることはできなかったことが反省です

が、初めての円卓会議形式でのシンポジウムは大きな１歩

になったと考えています。

新規加入団体


